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五
　
條
　
市

　五條消防署が中心に、市、警察、自
衛隊などの防災関係機関が市内の 12
保育所、幼稚園の 5歳児を招いて消
防フェアを開催しました。
　子どもたちは地震や煙の体験コーナ
ーや、消防署員の指導のもと消防ホー
スでの放水などを行い、防火、防災に
ついて学びました。
　空気が乾燥して火災が発生しやすい
季節です。皆さんも火の取り扱いに注
意して、火災予防を心がけましょう。
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広報五條
みんなとつながる。こうほうごじょう。
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火災の恐恐さ、 防災の心を学ぼう

普段は見られない救急車の内部に興味津々です。

起震車では震度５の揺れにびっくり。

市内の保育園児を招いて
消防フェアを開催

あわただしい年末は

火の取り扱
いに注意！

煙で視界が悪い状況を体験。



地
域
の
た
め
に
重
ね
た
功
績
を
た
た
え
て

五
條
市
選
奨
式

　

平
成
26
年
度
五
條
市
選
奨

式
が
、
11
月
４
日
に
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、
10
名
１
団
体

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
奨
式
は
、
市
民
の
福
祉

や
生
活
の
向
上
、
市
の
文
化

や
観
光
の
振
興
な
ど
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な

方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
や
市
の
た

め
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
努
力

と
多
年
に
わ
た
る
活
躍
・
功

績
を
た
た
え
、
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
、
太
田
市
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

祝 

選
奨
表
彰
受
賞

後列左から　堀内教育長、谷向自治連合会長、秋本県議会議員、伊谷田野瀬代議士秘書、樫内副市長
中列左から　　岡様、梶本様、小柗様、吉川様、丸森様、芳田地区婦人会連絡協議会長
前列左から　　尾様、窪様、小延様、太田市長、益田市議会議長、戸毛様、片山様、池上様

11/4平
成
26
年
度

　

晴
れ
の
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
齢
順
、◆
氏
名
、
年
齢
、
主
な
功
績
）

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
小
延
氏
。

太
田
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

◆
小
延 

知
暉 

様　
　

87
歳

　

学
校
医
活
動

◆
戸
毛 　

作 

様　
　

84
歳

　

農
業
委
員
会
活
動

◆
窪 　

弘 

様　
　
　

77
歳

　

遺
族
会
活
動

◆
片
山 

玲
子 

様　
　

75
歳

　

赤
十
字
奉
仕
団
活
動

◆　

尾 
美
智
子 

様　

74
歳

　

更
生
保
護
女
性
会
活
動

◆
池
上 

輝
雄 
様　
　

74
歳

　

体
育
協
会
活
動

◆
小
柗 

晃 

様　
　
　

73
歳

　

社
会
体
育
貢
献
活
動

◆
吉
川 

須
雅
子 

様　

73
歳

　

民
生
児
童
委
員
活
動

◆
梶
本 

和
雄 

様　
　

70
歳

　

保
護
司
活
動

◆
丸
森 

啓
司 

様　
　

54
歳

　

消
防
団
活
動

◆
田
園
会 

様

  

（
代
表 　

岡　

子 

様
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

  

（
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

　

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
見
守
り
支
援
）
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大塔の子どもたちの生活発表。

11/2 ～ 3

市
内
各
地
で
文
化
祭
開
催

文
化
の
秋
を
満
喫

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い
て
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
多
大
な
る
ご
功
績
を
た
た
え
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
氏
名
、
年
齢
、
功
績
（
経
歴
）
、
住
所
】

祝  
叙  

勲  

受  

章

長
年
の
功
労
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た

〜
秋
の
叙
勲
受
章
者
〜

◆
瑞
宝
双
光
章

　

川
嶋 

清
重 

様　

81
歳

　

地
方
自
治
功
労
（
元 

五
條

市
収
入
役
）
大
野
町

　

赤
井 

猛 

様　
　

70
歳

　

教
育
功
労
（
元 

公
立
高
等

学
校
長
）
新
町
２
丁
目

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

本 

弘 

様　
　

76
歳

　

消
防
功
労
（
元 

奈
良
県
大

塔
村
消
防
団
分
団
長
）
大

塔
町
小
代

〜
危
険
業
務
従
事
者

　
　
　

叙
勲
受
章
者
〜

◆
瑞
宝
単
光
章

　

櫻
井 

孝 

様　
　

68
歳

　

消
防
功
労
（
元 

五
條
市
消

防
司
令
）
三
在
町

　

五
條
市
文
化
祭
（
市
民

会
館
、
中
央
公
民
館
ほ
か
）、

と
大
塔
い
き
い
き
文
化
祭

（
ふ
れ
あ
い
交
流
館
）
が
開

催
さ
れ
、
市
内
で
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん

が
そ
の
成
果
を
発
表
、
展

示
し
ま
し
た
。
生
け
花
や

絵
画
、
写
真
な
ど
の
作
品

展
示
や
合
唱
、
演
奏
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
演
技
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
皆

さ
ん
は
芸
術
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。

華やかな着付けの発表。

息の合った大正琴の発表。

　

御
霊
神
社
本
宮
（
霊
安
寺
町
）

の
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
毎
年
10
月
の
最
後

の
土
日
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、

御
霊
神
社
か
ら
ご
神
体
を
み
こ

し
に
移
し
、
大
川
橋
を
渡
っ
て

恵
比
須
神
社
（
五
條
１
丁
目
）

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
祭
り
で

は
古
式
ゆ
か
し
い
天
平
人
の
衣

装
を
身
に
着
け
た
歴
史
行
列
が

行
わ
れ
、
沿
道
は
多
く
の
見
物

客
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

五條高校の生徒も歴史行列に参加。

10/25・26 御霊神社秋祭り長い歴史を誇る
ふるさとの祭り

御
霊
神
社
か
ら
み
こ
し
が
出
発
し
ま
す
。
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11/５
　

太
田
市
長
を
は
じ
め
J
A
な
ら
け

ん
永
田
正
利
経
営
管
理
委
員
会
会
長

ら
関
係
者
が
首
相
官
邸
を
訪
問
。
奈

良
県
の
柿
の
お
い
し
さ
を
安
倍
晋
三

首
相
に
P
R
し
ま
し
た
。
柿
を
試
食

し
た
首
相
は
「
ち
ょ
う
ど
い
い
歯
ご

た
え
。
甘
く
て
お
い
し
い
」と
絶
賛
し
、

「
柿
食
え
ば　

景
気
良
く
な
る　

奈

良
の
町
」
と
一
句
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
五
條
市
で
は
、
生
産
者
の

皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
五
條
の
柿

を
全
国
に
P
R
し
ま
す
。

笑顔で柿を試食する安倍首相。

安
倍
首
相
に

奈
良
の
柿
を
P
R

首
相
も

「
甘
く
て
お
い
し
い
」と
絶
賛

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
農
林
畜
産
物
の

品
質
を
審
査
す
る
品
評
会
を
中
央
体
育
館
で
開

催
。
合
計
８
１
４
点
の
出
品
の
中
か
ら
次
の
皆

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

農林畜産物の品質が高く評価され、表彰を受けた皆さん。

11/14・15 丹精込めて育てた
農林畜産物が集合

五條市農林産物品評会

　

第
31
回
は
ば
た
け
学
童
野
球
大

会
が
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 （
敬
称
略
）

優　

勝　

明
星
子
供
会
A

準
優
勝　

牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
A

優
秀
選
手
賞

　

岡
本　

薫
（
明
星
子
供
会
A
）

敢
闘
賞

　

赤
阪
歩
夢
（
牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー

ズ
A
）

11/ 2・3

熱
戦
を
制
し
た
明
星
子
供
会
A
の
選
手
。

明星子供会 Aが優勝

はばたけ学童野球大会
第45回

▼
最
優
秀
賞

　

福
田 

勝
美　
（
富
有
柿
）

▼
特
賞

　

田
中 

享　
　
（
白
菜
）

　

芳
田 

靜
代　
（
長
大
根
）

　

堀　

 

嘉
仁　
（
富
有
柿
）

　

南　

 

忠
宏　
（
サ
ト
イ
モ
）

　

稲
田 

延
善　
（
富
有
柿
）

　

辻
本 

輝
彦　
（
ナ
ス
）

　

坂
上 

勉　
　
（
白
ネ
ギ
）

　
　

野 

寛
二
郎（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

刀
谷 

晃
章　
（
た
ま
ご
）

　

吉
田 

好
男　
（
江
戸
柿
）

　

辻
本 

幸
作　
（
米
）

　

阪
本 

未
優　
（
た
ま
ご
）

　

太
津 

哲
朗　
（
キ
ウ
イ
）

　

尾
野 

優　
　
（
朝
鮮
マ
キ
）

　

武
田 

良
光　
（
寒
桜
）

　

櫻
本 

廣
治　
（
し
い
た
け
）
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企
業
誘
致
で
地
域
に
活
力
を

10/30

奈
良
県
企
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
i
n
東
京

　

奈
良
県
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
立
地
。
企

業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

荒
井
知
事
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
続
き
、
太
田
市
長
が
「
自

然
と
技
術
の
共
生
を
目
指
す
ま

ち
」
と
題
し
て
、
北
宇
智
工
業

団
地
を
中
心
と
し
た
候
補
地
の

魅
力
を
約
１
２
０
人
の
参
加
者

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

南
和
広
域
医
療
組
合
が
近

鉄
福
神
駅
前
に
建
設
中
の
新

病
院
の
名
称
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
５
６
４
人
か
ら
４
０

２
点
の
応
募
が
あ
り
、
選
考

の
結
果
「
南
和
広
域
医
療
組

合　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
合
先

　

南
和
広
域
医
療
組
合

　

☎
２
２
・
１
２
８
３　

南
和
広
域
医
療
組
合

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定

　

五
條
市
を
食
で
元
気
づ

け
よ
う
と
、
五
條
市
商
工

会
青
年
部
が
中
心
と
な
っ

て
五
條
〝
ど
え
ら
い
〞
う

ま
い
も
ん
フ
ェ
ス
タ
が
野

原
西
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五條“どえらい”
うまいもんフェスタ

まちを食で元気にしよう11/9

約
60
店
舗
が
地
域
自
慢
の

お
い
し
い
も
の
を
出
品
。

来
場
者
は
五
條
名
物
の
ひ

ね
鳥
の
鉄
板
焼
き
や
各
地

の
「
う
ま
い
も
ん
」
を
楽

し
み
ま
し
た
。

全国豊かな海づくり大会
美しい海は美しい源流から11/16

第34回

　

全
国
海
づ
く
り
大
会
が

奈
良
県
で
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
で
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
上
村
で
は
天
皇
皇
后

両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
放

流
・
歓
迎
行
事
を
行
っ
た

ほ
か
、
五
條
市
で
も
吉
野

川
河
川
敷
で
鮎
の
放
流
行

事
等
を
開
催
。
参
加
者
に

山
、
川
、
海
の
自
然
の
恵

み
を
大
切
に
し
て
、
美
し

い
環
境
を
未
来
に
引
き
継

ご
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

太
田
市
長
が
地
域
の
魅
力
を
企
業
に
発
信
。

鮎
を
御
放
流
さ
れ
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
。

地域自慢のおいしいもので来場者も笑顔。

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
守
ろ
う

　

近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
児

童
虐
待
を
な
く
そ
う
と
、保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
児
童
虐
待
防
止
の
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。原
田
薫
先
生（
ウ

ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
）を
講
師

に
迎
え
、「
児
童
虐
待
の
現
状
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、子
ど
も

へ
の
性
暴
力
の
発
見
と
対
応
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
治

連
合
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
、行
政
、学

校
関
係
者
、民
生
委
員
や
主
任
児
童

委
員
が
虐
待
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
、地
域
の
子
ど
も
達
を

守
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

11/18

原田氏が児童虐待の現状を講演。

～やまと～
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五
條
高
校
定
時
制
で
は
現
役

中
学
生
だ
け
で
な
く
、満
20
歳
以

上
を
対
象
に
し
た
入
試
も
行
っ

て
い
ま
す
。あ
の
と
き
で
き
な
か

っ
た
高
校
生
活
、学
び
直
し
た
い

と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、こ
の
機

会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

■
出
願
期
間

　

平
成
27
年
３
月
５
日（
木
）〜

９
日（
月
）

■
試
験
日

　

平
成
27
年
３
月
13
日（
金
）

■
試
験
会
場　

県
立
五
條
高
等

学
校（
岡
町
１
４
２
８
）

■
試
験
内
容

 

①
作
文　

②
面
接

■
合
格
発
表

　

平
成
27
年
３
月
18
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
高
校
定
時
制

☎
２
２
・
４
１
１
６

平成 27年五條市成人式

新成人のみなさん、

おめでとう
ございます！

　

成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
、
夢
と
希
望
に
輝
く
新

成
人
の
皆
さ
ん
を
お
祝
い
す
る

式
典
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
）

　
「
成
人
の
日
」

　

午
後
１
時
か
ら
受
付

　

１
時
30
分
開
式

　

２
時
40
分
頃
終
了
予
定

■
場
所　

市
民
会
館

　
（
本
町
３
丁
目
１‐

１
３
）

　

☎
２
３
・
１
７
３
１

■
対
象

　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

※

対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。
も
し

届
か
な
い
場
合
や
、
本
市
に

住
民
票
が
な
い
人
で
参
加
を

希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

 　

生
涯
学
習
課

　

本
庁
（
内
線
８
２
４
）

　

 

〒
６
３
７-

０
０
８
３ 

　

五
條
市
下
之
町
２
１

五
條
高
校
定
時
制
で

　
　

学
び
ま
せ
ん
か

20
歳
以
上
の
皆
さ
ん

ニ
ジ
マ
ス
の
管
理
釣
り
場

吉
野
川
に
オ
ー
プ
ン

　

吉
野
川
に
ニ
ジ
マ
ス
の
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
管

理
釣
り
場
を
設
け
ま
す
。
歴
史
あ
る
清
流
で
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
を
し
ま
せ
ん
か

■
期
間
・
時
間

　

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

年
末
年
始
は
休
業
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
場
所　

吉
野
川
大
川
橋
下
流

※

受
付
は
大
川
橋
南
詰
め
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
前
管
理
棟
で
行
い
ま
す
。

（
別
図
参
照
）

■
料
金　

１
日
１
人
３
５
０
０
円

　
※

女
性
、
中
学
生
以
下
は
２
０
０

０
円

※

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
が

原
則
で
す
。
採
捕
し
た
ニ
ジ
マ

ス
は
１
人
２
尾
ま
で
持
ち
帰
れ

ま
す
。

■
問
合
先

　

五
條
市
漁
業
協
同
組
合　

☎
２
５
・
３
０
７
７

吉野川

JR五条駅

五條
警察署

五條
郵便局

京奈和自動車道

24
本陣
交差点

釣り場

受付
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

■
日
時　

12
月
21
日（
日
）

■
場
所　

上
野
公
園（
人
工
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
、勤

務
す
る
人
や
五
條
市
出
身
の
人

で
構
成
す
る
チ
ー
ム
。ま
た
は

協
会
が
認
め
た
チ
ー
ム

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
７
千
円

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
長
杯
参
加
チ
ー
ム
募
集

■
大
会
日
時　

１
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス　

野
原
中
学
校
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
６

区
間
21
キ
ロ

■
部
門
・
参
加
資
格

　
（
１
チ
ー
ム
６
人
編
成
）

▼
一
般
の
一
部

　

｢

各
地
区
体
協
対
抗｣

　

各
地
区
に
在
住
す
る
人
（
大

学
生
２
名
以
内
出
場
可
）

▼
一
般
の
二
部

　

｢

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
職
場
・

事
業
所
対
抗｣

＊
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
市
内
に

在
住
す
る
人
・
大
学
生
可)

＊
職
場
・
事
業
所
（
市
内
に
勤

務
す
る
人
）

▼
一
般
女
子
の
部
（
市
内
に
在

住
、
勤
務
ま
た
は
通
学
す
る

中
学
卒
業
以
上
の
人
）

▼
高
校
生
の
部 

　
「
高
校
対
抗
ま
た
は
混
合
」

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
す

る
高
校
生

▼
中
学
生
男
子
の
部

　
「
中
学
校
対
抗
」（
１
校
に
つ

き
３
チ
ー
ム
以
内
）

　

市
内
の
中
学
校
に
在
籍
す
る

生
徒

▼
中
学
生
女
子
の
部

　
「
中
学
校
対
抗
」（
１
校
に
つ

き
３
チ
ー
ム
以
内
）

　

市
内
の
中
学
校
に
在
籍
す
る

生
徒

■
表
彰　

部
門
ご
と
に
１
位
か

ら
３
位
ま
で
。
区
間
賞
、
区

間
新
記
録
を
表
彰
し
ま
す
。

※

健
康
状
態
に
注
意
し
て
出
場

し
て
く
だ
さ
い
。

■
監
督
は
監
督
者
会
議
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。（
１
月
15

日
（
木
）
午
後
７
時
〜
、
市

民
会
館
）

■
申
込
締
切　

12
月
26
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本
庁（
内
線
８
１
２
、８
２
２
）

五
條
市
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
57
回

■
試
合
形
式　

８
人
制

■
募
集　

先
着
12
チ
ー
ム

■
募
集
締
切　

12
月
12
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
市
サ
ッ

カ
ー
協
会（
植
田
）

☎
０
９
０
・
５
０
５
６
・
５
３
７
９

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

～
な
ら
結
婚
応
援
団
～

　

奈
良
県
こ
ど
も
・
子
育
て
応

援
県
民
会
議
が
開
設
し
た
「
な

ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー
（
な
ら
結

婚
応
援
団
）」。
結
婚
を
応
援
す

る
企
業
や
店
舗
等
が
応
援
団
と
な

っ
て
、
独
身
男
女
を
対
象
と
し
た

「
出
会
い
の
場
」
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー
は
今
年
で
９
年
目

イ
ベ
ン
ト
開
催
数
は
２
３
２
１
回

２
８
１
組
の
結
婚

■
問
合
先

　

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・

　

２
２
・
５
１
２
９

45
組
か
ら
52
人
の
出
産
報
告
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■
場
所　

宇
陀
市
文
化
会
館
（
宇

陀
市
大
宇
陀
拾
生
８
７
１
）

■
内
容

▼
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式

▼
一
日
擁
護
委
員
、
麻
倉
ケ
イ

ト
さ
ん
の
講
演

▼
宇
陀
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

■
問
合
先

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

舞
踊
親
睦
発
表
会

　

市
内
の
各
公
民
館
等
で
舞
踊

を
学
ぶ
人
々
、
お
よ
び
先
生
が

発
表
す
る
「
第
26
回
舞
踊
親
睦

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　

市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

■
発
表
者　

辻
本
社
中
、
三
崎

社
中
、
植
田
社
中
、
刀
谷
社
中
、

福
岡
社
中
、
今
田
社
中

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

　

次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
で
問

ヘ
ル
ス
講
座　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

楽
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
筋

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
11
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

    （
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
今
年
度

同
講
座
に
参
加
し
た
人
は
無
料
）

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
方
法　

12
月
８
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

　

第
66
回
人
権
週
間
関
連
行
事

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
７
日
（
日
）

　

午
後
12
時
30
分
〜
３
時
45
分

５
０
０
円
、（
小
）１
０
０
０
円

■
申
込
締
切　

12
月
９
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
先　

阿
田
峯
公
園

☎
２
６
・
３
７
５
１

ア
ー
ト
講
座　

ち
ぎ
り
絵

　

和
紙
を
使
っ
て
節
分
の
鬼
を

表
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

１
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
６
０
０
円
（
今

年
度
同
講
座
に
参
加
し
た
人

は
１
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
、
は

さ
み
、
鉛
筆
、
筆
、
お
し
ぼ
り
、

鉄
筆
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
め
う

ち
ま
た
は
竹
串
、
広
告
紙

■
指
導
者　

森
岡
武
子
先
生
（
し

ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
申
込
方
法　

12
月
20
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

お
正
月
花
教
室

　

五
條
市
茶
華
道
協
会
主
催
の

『
正
月
花
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

流
派
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

２
５
０
０
円
（
花
材
費
）

■
持
ち
物　

花
器
、
花
留
め
、

花
は
さ
み

■
申
込
方
法　

12
月
15
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

親
子
造
花
フ
ラ
ワ
ー

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
教
室

　

可
愛
い
造
花
を
盛
り
付
け
て
、

石
鹸
な
ど
を
入
れ
た
香
り
の
良

い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

■
日
時　

12
月
14
日
（
日
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所　

阿
田
峯
公
園
会
議
室

■
定
員　

各
回
15
組
（
30
人
）

■
講
師　

山
内
千
恵
子
先
生

■
参
加
費　

バ
ス
ケ
ッ
ト（
大
）１

催　

し

講　

座

試　

験

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
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奈
良
県
広
域
消
防
組
合

競
争
入
札
等
参
加
資
格
申
請
受
付

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
発

注
す
る
物
品
調
達
、
役
務
提
供

業
務
の
競
争
入
札
等
に
参
加
す

る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
施
設
管
理
課

☎
０
７
４
４
・
２
６
・
０
１
１
９

http://w
w
w
.naraksk119.jp/

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直

接
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
９
日
（
火
）
、
24
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
五
條
市
職
員
組
合

▼
五
條
市
自
治
連
合
会

▼
五
條
市
体
育
協
会

　

会
長　

西
口
重
雄

■
対
象
者　

未
就
園
児
（
０
歳

か
ら
３
歳
ま
で
）
と
保
護
者

■
参
加
費　

初
回
３
０
０
円
、
各

回
子
ど
も
１
人
50
円
、
２
人
75
円

■
問
合
先

　

に
じ
い
ろ
電
車
（
代
表 

桝
田
）

☎
０
８
０
・
５
３
１
８
・
５
５
７
１

メ
ー
ルniziirotrain@

gm
ail.com

林
退
共
制
度

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

　
　
　
　

人
を
探
し
て
い
ま
す

　

以
前
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
は
次
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

良
基
地

■
受
付
期
間　

随
時

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

■
申
込
・
問
合
先　

自
衛
隊
奈
良

地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

☎
２
２
・
３
７
８
９

子
育
て
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う

サ
ー
ク
ル
「
に
じ
い
ろ
電
車
」

　

大
人
も
子
ど
も
も
ほ
っ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
『
に
じ

い
ろ
電
車
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
／
内
容

▼
12
月
11
日（
木
）／
リ
ー
ス
作
り

▼
12
月
25
日（
木
）／
ク
リ
ス
マ
ス
会

■
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
男
子
）（
１
次
試
験
）

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
男
子

■
試
験
日

　

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

■
試
験
会
場　

航
空
自
衛
隊
奈

良
基
地
（
奈
良
市
法
華
寺
町

１
５
７
８
）

■
受
付
締
切

　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、
作
文
）

◎
陸
海
空　

自
衛
官
候
補
生

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
子

■
試
験
日　

12
月
14
日
（
日
）

■
試
験
会
場　

航
空
自
衛
隊
奈

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４
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あ
な
た
の
力
が

地
域
防
災
の
か
な
め
に

■
消
防
団
員
の
身
分

　

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。 

■
入
団
資
格　

本
市
に
在
住
す
る
年
齢
満
18
歳

以
上
45
歳
未
満
の
人
（
市
長
が
承
認
し
、
団

長
が
任
命
し
ま
す
。）

■
入
団
日　

平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら

■
募
集
人
員

　

男
性
20
人
程
度
、
女
性
10
人
程
度

■
入
団
後
の
処
遇　

活
動
に
対
す
る
報
酬
、
災

害
対
応
や
訓
練
に
参
加
し
た
際
は
出
動
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
年
額
報
酬
、

公
務
災
害
補
償
、
被
服
の
貸
与
、 

退
職
報
奨

金
、
表
彰
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
募
集
！

　

災
害
時
に
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
を
守
る
の

は
誰
で
し
ょ
う
か
。
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ

た
時
、
公
共
機
関
が
救
助
に
来
る
ま
で
に
は
長

い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
即
時
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
域
に
密
着
し
た
組
織
、

消
防
団
で
す
。
消
防
団
は
、
そ
の
充
実
強
化
の

た
め
の
法
律
が
成
立
す
る
な
ど
、
日
本
の
防
災

の
要
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

力
が
地
域
を
守
り
ま
す
。
消
防
団
に
入
団
し
ま

せ
ん
か
。

■入団申込・問合先　危機管理課　本庁（内線３７０）

i
O
S
版
、

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版

リ
リ
ー
ス
中
で
す

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

広
報
紙
閲
覧
ア
プ
リ

ス
マ
ホ
で
広
報

ど
こ
で
も

い
つ
で
も

　

i
広
報
紙
は
、
こ
の
「
広
報

五
條
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

閲
覧
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
エ

コ
な
広
報
紙
、「
i
広
報
紙
」
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

i
広
報
紙

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら

■
問
合
先

　

企
画
政
策
課
文
書
広
報
係

　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
報
五

條
の
広
告
を
取
り
扱
っ
て
い
る
広
告
代

理
店
、
㈱
ホ
ー
プ
（
福
岡
市
中
央
区
）

が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

差
額
分
が

受
給
で
き
ま
す

　

公
的
年
金※

を
受
給
す
る
方
は

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、12
月
以
降
は
、

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
場
合
は
、差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 ※

 

遺
族
年
金
、障
害
年
金
、

老
齢
年
金
、労
災
年
金
、遺
族
補
償
な
ど

該
当
す
る
人
の
例

▼
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
等
が
、低
額
の
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る

▼
父
子
家
庭
で
、子
ど
も
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る

▼
母
子
家
庭
で
、離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、子
ど
も
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る　

な
ど

児
童
扶
養
手
当
の
月
額

　

４
万
１
０
２
０
円
〜
９
６
８
０
円

※

２
人
目
は
５
千
円
、３
人
目
は
３
千
円

の
加
算
。

※

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、12
月
１
日
に

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、平

成
27
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
場

合
は
、平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら

受
給
で
き
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　

本
庁（
内
線
３
６
６
）

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金

子育て
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五條市消防署  ☎２２・３３１０
消防トピックス

　

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
は
、
火
の

元
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
。
火

災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
環

境
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

年
末
火
災
予
防
運
動

　
　

を
実
施
し
ま
す

12
月
20
日
〜
31
日

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
〜

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〜
４
つ
の
対
策
〜

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

五
條
消
防
署
で
は
、
五
條
市

防
災
協
会
、
五
條
市
消
防
団
の

協
力
の
も
と
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
に
合
わ
せ
て
小
学
校
高
学

年
と
中
学
生
を
対
象
に
防
火
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
２

５
８
点
の
中
か
ら
次
の
皆
さ
ん

の
作
品
が
特
選
、
入
選
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
10
月
29
日
に
は
五

條
消
防
署
で
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
特
選
入
賞

者
に
松
本
防
災
協
会
長
と
櫻
井

消
防
団
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

五
條
市
か
ら
火
災
を
な
く
そ
う
！　

山
田 

知
昂
さ
ん　
　

阪
合
部
小
４
年

　

山
下 

涼
介
さ
ん　
　

阪
合
部
小
４
年

　

北
嶋 

恋
暖
さ
ん　
　

宇
智
小
４
年

　

福
岡 

拓
海
さ
ん　
　

北
宇
智
小
５
年

　

久
保 

葵
さ
ん　
　
　

北
宇
智
小
６
年

　

七
井 

烈
さ
ん　
　
　

五
條
西
中
１
年

　

南
岡 

友
実
さ
ん　
　

五
條
西
中
１
年

　

辰
巳 

遼
河
さ
ん　
　

五
條
西
中
１
年

　

麻
原 

圭
人
さ
ん　
　

五
條
西
中
１
年

　

上
田 

光
穂
さ
ん　
　

野
原
中
２
年

　

宮
坂 

大
和
さ
ん　
　

野
原
中
２
年

　

中
嶋 

ま
い
さ
ん　
　

野
原
中
３
年　

　

大
津
賀 

友
美
さ
ん　

五
條
東
中
３
年

　

髙
居 

亜
美
さ
ん　
　

五
條
東
中
３
年

　

大
畑 

知
温
さ
ん　
　

五
條
中
２
年

　

沼
田 

唯
花
さ
ん　
　

五
條
中
３
年

写真上段左から東林さくらさん、松本蒼生さん、仲川理世さん
写真下段左から福田莉紗さん、仲川一平さん、 谷洸成さん

〜
特
選
者
（
６
点
）
〜　
　
（
順
不
同
）

▼
小
学
生
の
部　

　

福
田 

莉
紗
さ
ん　
　

牧
野
小
４
年　

　

仲
川 

一
平
さ
ん　
　

宇
智
小
５
年

　

鍵
谷 

洸
成
さ
ん　
　

五
條
小
６
年　

▼
中
学
生
の
部

　

東
林 

さ
く
ら
さ
ん　

五
條
西
中
１
年

　

松
本 

蒼
生
さ
ん　
　

五
條
中
２
年　

　

仲
川 

理
世
さ
ん　
　

五
條
東
中
３
年

〜
入
選
者
（
22
点
）
〜　
　
（
順
不
同
）

▼
小
学
生
・
中
学
生
の
部

　

山
田 

真
梨
子
さ
ん　

牧
野
小
４
年

　

東
山 

生
弥
さ
ん　
　

牧
野
小
４
年

　

清
水 

大
地
さ
ん　
　

牧
野
小
４
年

　

北 

は
な
さ
ん　
　
　

牧
野
小
４
年

　
　

岡 

妃
莉
さ
ん　
　

五
條
小
４
年

　

福
井 

悠
斗
さ
ん　
　

五
條
小
４
年

応
急
手
当
普
及
員
講
習
を
開
催
し
ま
す

　
『
応
急
手
当
普
及
員
』
と
し
て

職
場
や
地
域
で
、
消
防
機
関
と

連
携
し
て
救
命
講
習
の
指
導
を

行
い
ま
せ
ん
か
。
希
望
者
は
講

習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

▼
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習

　

平
成
27
年
２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
５
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習　

　

平
成
27
年
２
月
６
日
（
金
）　

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

  

（
橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４‐

１
）

■
申
込
期
間

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
20
日
（
火
）　

■
申
込
先　

五
條
消
防
署　

■
問
合
先　

奈
良
県
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
救
急
指
導
課

☎
０
７
４
４
・
２
６
・
０
１
１
６

※

詳
し
く
は
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.naraksk119.jp/

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
五
條
で
消
防
訓
練
を
実
施

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
と
も
な

い
、
11
月
13
日
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
五
條
で
消

防
訓
練
を
実
施
。
施
設
職
員
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
、
避
難
誘
導
や
自
衛

消
防
隊
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
五
條
消
防
署
か
ら

も
指
揮
隊
、
消
防
隊
、
救
急
隊
が
出

動
し
、
消
防
団
と
協
力
し
な
が
ら
消

火
や
救
出
、
救
急
搬
送
な
ど
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

AED
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当日
予約
可。

使い
やす
く

なり
まし
た！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応

災
害
時
の
情
報
保
護

住
民
情
報
を
扱
う

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
）
等
へ
の
対
応
や
大

規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
管
理
し
て
い
る
市
役
所

の
「
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
シ
ス

テ
ム
は
、
来
年
１
月
か
ら
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

何
が
変
わ
る
の
？

　

住
民
票
や
納
税
通
知
書
、
申

請
書
な
ど
の
様
式
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
更
新
前
に
発
行
し
た

納
付
書
等
の
書
類
は
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
ま
す
。

書
類
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　

市
役
所
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
管

理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

管
理
す
る
サ
ー
バ
ー
を
別
の
場

所
に
置
く
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
災
害
時

に
庁
舎
が
被
災
し
て
も
、
皆
さ

ん
の
大
切
な
情
報
を
守
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
導
入

皆
さ
ん
の
情
報
を

　
　

災
害
か
ら
守
り
ま
す

　

市
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
の
大
切
な
デ
ー
タ
は
新
し
い

シ
ス
テ
ム
に
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
と
も
な
い
、

文
字
の
表
示
エ
ラ
ー
等
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
後
市
役

所
か
ら
発
行
さ
れ
る
書
類
等
の
内

容
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
万
一
誤
記
等
が
あ
れ
ば
各
担

当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

■
問
合
先　

管
財
課

　

本
庁
（
内
線
２
５
０
）

データセンター
コス
ト削
減

災害
に強
い

最新のクラウド型システム導入

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

当
日
予
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

※

朝
１
便
目
を
除
き
ま
す

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
当
日
予
約

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
朝
１
便
目
以

外
は
当
日
の
１
時
間
前
ま
で
に
予

約
す
れ
ば
乗
車
で
き
ま
す
。

■
予
約
方
法

▼
１
便
目

　

前
日
、
午
後
６
時
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
２
便
目
以
降

　

当
日
、
時
刻
表
の
時
間
の
１

時
間
前
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い

▼
城
戸
〜
谷
の
宮
経
由
五
條
線

　

城
戸
７
時
09
分
発
（
１
便
目
）、

　

イ
オ
ン
五
條
店
７
時
02
分
発

便
（
２
便
目
）

　

前
日
、
午
後
６
時
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。

▼
城
戸
〜
谷
の
宮
経
由
五
條
線

▼
樫
辻
〜
奥
谷
経
由
五
條
線

▼
西
阿
田
線

▼
大
深
線

☎
２
３
・
１
２
１
２

  （
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
予
約
先
）

▼
県
営
南
和
団
地
〜
五
條
病
院

経
由
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
線

▼
イ
オ
ン
五
條
店
〜
木
ノ
原
・

二
見
地
区
経
由
五
條
病
院
線

☎
２
３
・
２
２
３
３

  （
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
予
約
先
）

※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ゴ
ー

ち
ゃ
ん
バ
ス
）
は
時
刻
表

ど
お
り
に
バ
ス
が
運
行
し

ま
す
。
従
来
ど
お
り
予
約

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

運
行
経
路
な
ど
、
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

※朝
１便
目を
除き
ます
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医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
１
月
〜

70
歳
未
満
の
皆
さ
ん

　

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
ひ
と
つ
の
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）
を
提
示
す
れ
ば
、
一
つ
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

支
払
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
所
得
区
分
や
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※1旧ただし書き所得とは総所得金額等から基礎控除額 33万円を控除した額です。
※2  過去 12か月間に、同じ世帯で高額医療費の支給が４回以上あったときの 4回目以降の限度額。

平成２７年度１月以降

平成２６年１２月以前

障
害
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

障
害
の
あ
る
人
が
次
の
３
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
の
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
障
害
年
金
を
受
け
る
に
は

　

本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
年
金

の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
年
金
事
務
所
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
基
本
的
な
要
件
、

病
歴
や
障
害
の
状
態
な
ど
も
確
認

し
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
も
の
や
障
害
の
状
態
に
関
す
る

資
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

▼
障
害
基
礎
年
金…

年
金
事
務
所

ま
た
は
市
役
所
市
民
課

▼
障
害
厚
生
年
金…

年
金
事
務
所

※

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
も
障
害

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

年
金

障
害
の
あ
る
皆
さ
ん

①
初
診
日
に
年
金
に
加
入
し
て
い

る
（
初
診
日
が
20
歳
ま
で
、
ま
た
は

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期

間
中
の
人
で
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
障
害
基
礎
年
金
の
対
象
で
す
。）

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る

障
害
年
金
の
支
給
さ
れ
る
年
金
額

◎
障
害
基
礎
年
金
（
年
金
額
）

▼
１
級
障
害
９
６
６
０
０
０
円

▼
２
級
障
害
７
７
２
８
０
０
円
。

◎
障
害
厚
生
年
金
（
年
金
額
）

　

厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の
報
酬

額
と
加
入
期
間
で
算
出
。

※

配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
金
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■自己負担限度額（月額）

※2

所得区分（旧ただし書き所得※1） ３回目まで ４回目以降 ※2 

上位所得者 600 万円超 １５０，０００円 
＋(医療費－500,000円)×１％ 

８３，４００円 

一般 600 万円以下 ８０，１００円 
＋(医療費－267,000円)×１％ 

４４，４００円 

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円 

所得区分  ３回目まで ４回目以降  

901 万円超 
２５２，６００円 

＋(医療費－842,000円)×1％ 
１４０，１００円 

上位所得者 
600 万円超
901 万円以下  

１６７，４００円
＋(医療費－558,000円)×1％ 

９３，０００円 

210 万円超 
600 万円以下

８０，１００円 
＋(医療費－267,000円)×1％ 

４４，４００円 

一般 210 万円以下
（住民税非課税
世帯を除く）

 
５７，６００円 ４４，４００円 

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円 

■問合先　保険課　本庁（内線２６７）

保
険

※2（旧ただし書き所得※1）
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みどり園　
ごみの取り扱いをお知らせします

年末年始のごみの収集を次のとおり行います。

▼燃えるごみ  ( 赤 )

▼古紙、ビン

▼粗大ごみ

＊年末…12月 24日（水）まで収集します。
＊年始…1月 7日（水）から収集します。
※年内に収集を希望する場合は、12月 19日（金）までに
申し込んでください。受付順に調整し、みどり園から収
集日を連絡します。申込が多い場合は収集が 1月になる
場合があります。

■問合先　みどり園　☎ ２４・４１１１

  み ど り 園

右折禁止
北
宇
智
方
面

出口

年末のみどり園通行図

出入口

田
園
方
面 5万人

の森

 最終日（年末） 開始日（年始） 

毎週 月・木 
収集地区 

１２月２９日（月） １月５日（月） 

毎週 火・金 
収集地区 

１２月３０日（火） １月６日（火） 

地 区 変 更 内 容 

本町地区、新町地区、南宇智地区 

（第１木曜日収集地区） 

１月１日（木）は収集しません。 

１２月２８日（日）に繰り上げて収集します。 

田園地区 

（第１金曜日収集地区） 

１月２日（金）は収集しません。 

１２月２９日（月）に繰上げて収集します。 

野原地区 

（第１月曜日収集地区） 

１月５日（月）は収集しません。 

１２月３０日（火）に繰上げて収集します。 

年
末
の
、み
ど
り
園
へ
の

ご
み
の
搬
入
は
お
早
め
に
！

　

年
末
の
休
園
前
に
は
、
み
ど

り
園
は
非
常
に
混
雑
し
、
搬
入

待
ち
の
車
両
に
よ
り
周
辺
道
路

が
渋
滞
し
て
、
通
行
に
支
障
が

出
て
い
ま
す
。

　

年
末
の
閉
園
直
前
を
避
け
て
、

早
め
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■みどり園の年末年始の開園日、休園日

休

日 月 火 水 木 金 土 

12/21 
 

22 
 
23 

開園  
24 
開園 

25 
 

26 
開園 

27 
 

28 
開園 

29 
 

 
 

 
  

 
  

1/1

 
  

 

休

 

2

 

休

 

3

 
 

4  5  

休

 

休

休
7 8 9 10

開園
 
休

6
開園 開園 開園

休 開園

開園
3130

休

開園

休

■
搬
入
時
間 

（
時
間
厳
守
）

※

市
指
定
ご
み
袋
を
最
初
に
降
ろ
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
計
量
が
必
要
な
ご
み

　

午
前
９
時
〜
11
時
50
分

　

午
後
１
時
〜
４
時

◎
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
た
ご
み

 

▼
12
月
29
日（
月
）、30
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

▼
通
常
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※園内や出入口では徐行し、係員の指示に従っ
てください。

※12月 29日（月）、30日（火）の２日間は
安全のため右折進入、右折退出を禁止します。

年末年始

▼カン・金属類（青）、リサイクル類（緑）、その他不燃ごみ（茶）
　通常の収集日程どおり変更はありません。
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受
付
で
き
な
い
ご
み

　

み
ど
り
園
は
家
庭
ご
み
の
処
理
場
で
す
。
ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て

は
受
付
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
み
分
別
の
手

引
き
を
確
認
し
、
み
ど
り
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
ご
み
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん

▼
産
業
廃
棄
物
、
建
築
廃
材
、

農
機
具
類
、
農
業
用
資
材
（
マ

ル
チ
、
あ
ぜ
シ
ー
ト
、
パ
イ
プ
、

ビ
ニ
ー
ル
等
）、
自
動
車
（
自

動
車
部
品
類
）、
タ
イ
ヤ
、
バ

イ
ク
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
油
、
火

薬
類
、
薬
品
・
農
薬
類
、
消
火

器
、
塗
料
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ボ

イ
ラ
ー
、
浴
槽
な
ど

▼
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
モ

ニ
タ
ー
（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

払
っ
て
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。）

危
険
金
属
類
な
ど
の
取
り
扱
い

▼
カ
サ
、
ハ
ン
ガ
ー
、
電
池
、

カ
ミ
ソ
リ
、
包
丁
な
ど
の
刃

物
類
、
灰
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
そ
の
他

の
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。（
電
池
、
蛍
光
灯
は
袋
に
入
れ
て
か

ら
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

※

刃
物
類
は
紙
に
包
ん
で
「
危
険
」
と
表

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン

ベ
は
使
い
切
っ
て
穴
を
開
け
て
く
だ

さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品

▼
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

※

事
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
貼
り
付
け
て
か
ら
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
別
途
運

送
料
金
が
必
要
で
す
。

み
ど
り
園
で

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎ 

２
４
・
４
１
１
１

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」

第
66
回
人
権
週
間

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
の
一
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
相

談
は
無
料
・
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
ざ
い
。

　

五
條
市
で
は
、
奈
良
弁
護
士
会

に
委
託
し
て
無
料
の
法
律
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
予
約

を
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日 （
祝
日
は
除
く
）

　

午
後
１
時
〜
４
時 

※

相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

■
場
所　

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
新
町
３
丁
目
３‐

２
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５

無
料
法
律
相
談
開
催
中

五
條
市

委
託
事
業

　

土
地
の
問
題
、
親
族
や
近
隣
と
の
も
め

ご
と
、
金
銭
問
題
等
、
法
令
知
識
に
よ
り

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
相
談

■日時　12月10日（水）
　午前10時～午後３時
■場所
▼人権総合センター
　☎２４・３７２７
▼野原東住民センター
　☎２４・３７０７
▼賀名生公民館
　☎３２・０００１
▼大塔支所
　☎３６・０３１１
※大塔支所は午後１時から３
時まで。

■問合先　人権施策課

☎２５・１１３７

特設人権相談所

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
皆
さ
ん
か

ら
本
を
寄
贈
し
て
頂
き
、
そ
の
売
却
代

金
を
寄
付
す
る
こ
と
で
犯
罪
被
害
者
の

支
援
活
動
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
本
が
犯
罪
被
害
で
苦
し
ん
で
い

る
人
々
の
支
援
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　 〜

本
で
犯
罪
被
害
者
支
援
〜

「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」
に

  

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■対象は、裏表紙等にこのようなＩ
ＳＢＮという番号のある図書で、
ＩＳＢＮのない本は取り扱いでき
ません。

■市役所市民課前および保健福祉セ
ンター、人権総合センターに図書
を入れる箱を用意しています。

■問合先  人権施策課
   ☎２５・１１３７
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カルムのひろば

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　

食
中
毒
に
注
意

７
割
が
冬
に
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
は
そ
の
件
数
の
７
割
が
11
月
か
ら
２
月
ま
で
に
発
生
し
て

い
ま
す
。

■
主
な
症
状

　

突
然
の
嘔
吐
・
下
痢
。
軽

症
の
場
合
は
気
分
が
悪
い
程

度
で
終
わ
り
ま
す
。
重
症
の

場
合
は
腹
痛
や
発
熱
、
呼
吸

器
症
状
を
と
も
な
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る

（
生
カ
キ
等
の
二
枚
貝
な
ど
）

手
洗
い
の
徹
底

　

特
に
ト
イ
レ
・
オ
ム
ツ
交
換

の
あ
と
や
、
調
理
・
食
事
の
前

は
、
指
先
、
指
の
間
、
爪
の
間
、

親
指
の
周
り
・
手
首
は
特
に
丁

寧
に
薬
用
石
け
ん
で
洗
い
ま
し

ょ
う
。

適
切
な
汚
物
の
処
理

　

使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋

等
を
着
用
し
、
周
囲
に
汚
物
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
、
使
い

捨
て
タ
オ
ル
等
で
ふ
き
取
り
ま

す
。
汚
染
さ
れ
た
場
所
や
衣
類

は
塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。
汚
物
は
密
封
し

て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

食
品
を
し
っ
か
り
加
熱

手
洗
い
も
丁
寧
に
！

お
と
な
の
歯
科
健
診

歯
周
疾
患
健
診
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

歯
周
疾
患
は
、
歯
こ
う
や
歯
せ

き
が
原
因
で
歯
肉
に
腫
れ
や
出
血

が
起
こ
り
、
歯
肉
が
や
せ
、
歯
が

動
い
た
り
抜
け
た
り
す
る
生
活
習

慣
病
で
す
。
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
少
な
く
、
気
づ
い
た
時
に
は
病

状
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
中
高
年
以
降
に
歯
を
失
う
原

因
と
し
て
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
皆
さ
ん

に
は
５
月
末
に
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
実
施
期
間

▼
40
歳
か
ら
70
歳
の
10
歳
き
ざ

み
の
節
目
年
齢
の
方（
40
歳
、

50
歳
、60
歳
、70
歳
）

　

／
平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

▼
妊
娠
中
の
人
／
妊
娠
中
に
１

回
■
費
用　

無
料（
こ
の
健
診
で
は

治
療
は
し
ま
せ
ん
。治
療
が
必

要
な
場
合
は
別
途
保
険
診
療

と
な
り
ま
す
。）

■
受
診
方
法　

指
定
歯
科
医
療

機
関（
受
診
券
参
照
）に
予
約

し
、次
の
も
の
を
持
参
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
五
條
市
お
と
な
の
歯
科
健
診

受
診
券

②
保
険
証
、免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

③
健
康
手
帳（
あ
る
人
の
み
）

※

受
診
券
を
無
く
し
た
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

定
期
予
防
接
種
に
追
加

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
向
け
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種
で
重
症
化
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

■
自
己
負
担
金　

２
５
０
０
円

■
平
成
26
年
度
の
対
象
者　

▼
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

H
I
V
で
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ

る
人
。

▼
今
年
度
次
の
年
齢
に
な
る
人
。

  

（
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上
）

※

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

※

脾
臓
を
摘
出
し
た
人
は
健
康
保
険
が
適

応
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

　

水
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
１
〜
３
歳
未
満
児
（
２
回
接
種
）

＊
１
回
目　

生
後
12
か
月
か
ら
生
後

15
か
月
の
間

＊
２
回
目　

１
回
目
終
了
後
、
６
月

か
ら
12
月
に
至
る
ま
で
の
間
隔

②
３
〜
５
歳
未
満
児
（
１
回
接
種
）

※

水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
や
ワ
ク
チ
ン
を
必
要
回
数
分
、
任
意

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
。

※

②
は
今
年
度
に
限
る
。

〜
健
診
内
容
〜　

①
決
め
ら
れ
た
歯
の
周
り
の
歯

肉
の
状
態
を
検
査
し
ま
す
。

②
む
し
歯
、
詰
め
物
の
状
態
、

歯
肉
や
粘
膜
の
状
態
を
確
認

し
ま
す
。

③
か
み
合
わ
せ
、
顎
関
節
等
の

状
態
を
確
認
し
ま
す
。

④
健
診
結
果
や
歯
の
お
手
入
れ

方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
。
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今
年
も
す
で
に
、県
内
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
本

格
的
に
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
ま
す
の
で
、そ
の
予
防
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

切り取って保管しましょう

▼午前９時から午後４時まで。

▼保険証を持参してください。

▼診療は急病患者の応急処置に限ります。

▼来院時はマスクの着用をお願いします。

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで
※保険証を必ず持参してください。
※来院時は感染症予防のためマスク
の着用をお願いします。

※小児科については、乳幼児の年齢
や重症度により、一次救急の応急
診療所ではなく、二次救急の小児
科をお勧めする場合があります。
受診前に電話で連絡してください。

12 月・1月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

■問合先　保健福祉センター　本庁 ( 内線２９０)

県立五條病院感染対策室　☎２２・１１１２

五條病院からのお知らせ

カルムのひろば

注意しましょう！「インフルエンザシーズン到来」
①
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
際
に
重
症
化
す
る
リ
ス
ク

を
80
％
軽
減
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
効
果

が
で
る
ま
で
２
〜
３
週
間
か

か
る
の
で
、流
行
前
の
接
種

が
望
ま
し
い
で
す
。

②
人
ご
み
へ
の
外
出
は
な
る
べ

く
控
え
、外
出
の
際
は
マ
ス

ク
を
装
着
す
る

　
　

特
に
高
齢
の
方
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
、人
が
多
く

集
ま
る
場
所
へ
行
く
の
を
控

え
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　

マ
ス
ク
の
装
着
は
自
分
自

身
を
守
る
意
味
で
は
も
ち
ろ

ん
、自
分
自
身
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
咳
を
し
て

い
る
と
き
に
は
、他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に
必
ず
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※

外
出
か
ら
帰
っ
た
あ
と
の
手

洗
い
や
、睡
眠
と
栄
養
を
し

っ
か
り
と
り
抵
抗
力
を
つ
け

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

12月７日（日） １４日（日） ２１日（日） ２３日（火） 

今井４丁目１－１６ 

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

須恵２丁目６－２１ 

足立医院 
☎２５・３９３９ 

岡口１丁目２－２２ 

右馬医院 
☎２２・２２８１ 

須恵 2丁目１－２５ 

山田医院 
☎２２・２０３９ 

２８日（日） ２９日（月） ３０日（火） ３１日（水） 

野原西４丁目４－３ 

中谷内科医院 
☎２２・３６８３ 

中之町１６１７－１ 

田畑医院 
☎２５・１２１１ 

中之町１７７１－３３ 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

S
T
O
P
!
児
童
虐
待
五
條
市
児
童
虐
待

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

妊
娠
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ま
ず
は
、
電
話
か
メ
ー
ル
で

悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
妊

娠
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た

自
身
の
こ
と
も
相
談
で
き
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
等
の
悩
み
相
談
窓
口 

〜
１
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
〜

妊
娠
か
な
？

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

今
後
の
事…

。
お
金
の
心
配…

。

▼保健福祉センター母子保健係

　☎２２・４００１（内線289）
　☎２５・２６３１（直通）
（平日８時30分～17時15分）

▼奈良県産婦人科医会

　☎080・8323・1450
　メール  ninsin-783＠docomo.ne.jp

（毎日９時～24時）

　

地
元
で
取
れ
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋

で
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
初
め
て
で
も
簡
単
に
作

れ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
19
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
先
着
20
人
）

※

11
月
に
参
加
し
た
人
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
者　

４
０
０
円

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改

善
推
進
員

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
ゴ
ム
手
袋
、
手
拭
タ
オ

ル
■
申
込
締
切　

12
月
10
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
８
）

田
舎
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室　

参
加
者
募
集

地
元
の
食
材
で
お
い
し
い
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

１月１日（木） ２日（金） ３日（土） 4日（日） 

今井２丁目２－１２  

岩井内科 
☎２６・１２１２  

須恵２丁目６－２１  

足立医院 
☎２５・３９３９  

岡口１丁目２－２２  

右馬医院 
☎２２・２２８１  

窪町１２６－１  

前防医院 
☎２２・２０７２  

11日（日） 12日（月） 18日（日） 25日（日） 

新町２丁目３－８ 

槇野医院 
☎２２・２００４ 

中之町１６１７－１ 

田畑医院 
☎２５・１２１１ 

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 
☎２６・１２１２ 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

17 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



市
町
村
税
・
県
税
の

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
実
施
中

　

11
月
と
12
月
は
『
一
斉
滞
納
整
理
強

化
期
間
』
で
す
。
本
市
で
は
税
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
者
に
対
し

て
差
押
え
等
の
処
分
を
積
極
的
に
行
い
、

滞
納
解
消
に
努
め
ま
す
。

納
期
限
内
の

自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

滞
納
者
に
対
し
て
は
地
方
税
法
お
よ

び
国
税
徴
収
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
給

与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
売
掛
金
、

不
動
産
、
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
実

施
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
収
め
て
い

な
い
市
税
が
あ
る
人
は
、
早
急
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
法
律
で
定

め
ら
れ
た
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
納
付

が
遅
く
な
る
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

■
問
合
先　

税
務
課
徴
収
対
策
室

　

本
庁
（
内
線
２
５
９
、
２
６
０
）

許
し
ま
せ
ん
！ 

市
税
の
滞
納

！ 税

軽
自
動
車
税
の
税
額
と

法
人
市
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

税

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
と
も
な
い
、
軽
自
動
車

税
の
税
額
と
法
人
市
民
税

の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
二
輪
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
小
型
自
動
車
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
規
登
録
さ

れ
る
車
両
に
は
新
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

平
成
28
年
度
か
ら
、
初
度
検
査
か
ら
13 
年
を
経
過
し
た

車
両
に
は
翌
年
度
か
ら
重
課
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
四
輪
車
等

原
付
、
二
輪
車
等

法
人
市
民
税

　

地
域
間
の
税
源
の
偏
在
性
を
是
正
し
、
財
政

力
格
差
の
縮
小
を
図
る
た
め
、
法
人
市
民
税
法

人
税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
地

方
法
人
税
（
国
税
）
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
税
収

が
地
方
交
付
税
の
原
資
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

～五條市における法人税割～
▼平成 26年９月 30日以前に開始する事業年度　14.7％

▼平成 26年 10月 1日以後に開始する事業年度　12.1％

～予定申告の経過措置～
平成26年 10月 1日以後に開始する
　最初の事業年度の予定申告の法人税割額

「前事業年度の法人税割額×４．７÷前事業年度の月数」
※通常は「前事業年度の法人税割額×６÷前事業年度の月数」

※重課税額は平成 28年度から適用 ( 燃料が電気、天然ガスなどの車両や被牽引車は除く )

税 額 （円） 
 車両種別 

平成26年度まで 平成 27年度から 

50cc以下 １，０００円 ２，０００円 

90cc以下 １，２００円 ２，０００円 原動機付自転車

 

125cc以下 １，６００円 ２，４００円 

ミニカー  ２，５００円 ３，７００円 

軽二輪車 250cc以下 ２，４００円 ３，６００円 

農耕用 １，６００円 ２，４００円 
小型特殊自動車

 

その他 ４，７００円 ５，９００円 

二輪小型自動車 250cc超 ４，０００円 ６，０００円 

税 額 （円） 

  車両種別  
平成 27年 
3月 31日 
以前登録 

平成 27年 
４月１日 
以後登録 

初度登録後 
13年経過 
重課税額※ 

三輪 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円 

営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円 
乗用 

自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円 

営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円 
四輪

 

貨物
 

自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円 

■
問
合
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

本
庁
（
内
線
３
３
３
）

軽
自
動
車
税
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一
部
の
公
的
年
金
は

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
に
必
要
な

「
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

１
月
下
旬
ま
で
に
平
成
26
年
分
の

「
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
等
の
際
に
税
務
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

年
金

▼65歳未満で、その年の支払額が
１０８万円以上の人
▼65歳以上で１５８万円以上の人
※年金に課税される所得税は、各支払月に
支払われる額から源泉徴収されます。

所得税の課税対象になる人

※
｢

障
害
年
金｣

や
「
遺
族
年
金
」
に

つ
い
て
は
非
課
税
で
す
。
源
泉
徴

収
票
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

亡
く
な
っ
た
人
の
確
定
申
告
（
準

確
定
申
告
）
に
源
泉
徴
収
票
が
必

要
な
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
へ

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
年
金
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。

※

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合
は

再
交
付
が
で
き
ま
す
。
大
和
高
田

年
金
事
務
所
ま
た
は
『
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
』
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
５
月
に
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん（
一
部
介
護
認
定
者
を
除
く
）を
対
象

に
実
施
し
た「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
五
條
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た
め
活
用
さ
れ
ま
す
。

５
３
７
４
人
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

Q 

日
中
、
一
人
に

　

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

家
族
な
ど
と
同
居
し
て
い
る
人

に
、
日
中
、
一
人
に
な
る
こ
と

が
あ
る
か
た
ず
ね
ま
し
た
。「
た

ま
に
あ
る
」
と
「
よ
く
あ
る
」

を
合
わ
せ
た
約
7
割
の
人
が
、

日
中
に
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
閉

じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

よくある

27.7％

たまにある

42.1％

ない

20.6％

無回答 9.6％

この 1年間で
転倒しましたか？

転倒に関する不安
は大きいですか？

背中が丸くなって
きましたか？

歩く速度が遅く
なっていますか？

を使っていますか？

Q 

転
倒
に
関
係
す
る
質
問

0 20 40 60 80 100

27.4%

49.8%

36.9%

63.8%

21.9%

69.5%

45.0%

59.1%

33.6%

75.1%

はい いいえ 無回答以
前
に
比
べ
て
歩
く
速
度
が
遅

く
な
っ
て
き
た
と
思
う
人
は
約

6
割
。
ま
た
、
転
倒
に
対
す
る

不
安
が
大
き
い
人
は
約
半
数
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　

独
居
高
齢
者
を
含
め
、
外
出
頻

度
が
減
っ
た
り
、
他
者
と
の
交
流

が
少
な
く
な
る
と
足
腰
が
弱
り
寝

た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
確
率
が

高
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
役
割

を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
や
、
地

域
の
行
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

で
寝
た
き
り
や
認
知
症
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

五
條
市
で
は
、
閉
じ
こ
も
り
予

防
・
転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
、

健
康
づ
く
り
の
教
室
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健
康
維
持
の
た

め
の
教
室
や
地
域
の
活
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

寝
た
き
り
、

認
知
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

介
護
予
防
教
室
開
催
中
！

▼
骨
折
・
転
倒
予
防

　
「
転
倒
骨
折
予
防
教
室
」

　
「
足
腰
元
気
塾
」

　
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」

　
「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
」

▼
認
知
症
予
防
教
室

　
「
頭
の
体
操
教
室
」

▼
運
動
機
能
ア
ッ
プ
の
教
室

　
「
元
気
あ
っ
ぷ
教
室
」

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
３
０
９
）

介
護
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五
條
市
職
員
採
用
試
験（
２
次
募
集
）を
行
い
ま
す

　

五
條
市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
（
平
成
27
年
度
採
用
）
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望

す
る
場
合
は
、
受
付
期
間
内
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■試験日・試験場所 【一般採用試験】

※

受
験
資
格
の
「
短
期
大

学
」
に
は
、
高
等
専
門
学

校
及
び
学
校
教
育
法
に
よ

る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

の
う
ち
、
修
業
年
限
が
２

年
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

１
６
０
０
時
間
以
上
の
授

業
の
履
修
を
義
務
付
け
て

い
る
課
程
で
あ
っ
て
、
当

該
履
修
の
成
果
が
授
業
科

目
の
目
標
に
達
し
て
い
る

こ
と
を
筆
記
試
験
そ
の
他

の
方
法
に
よ
り
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
修
了
の
要

件
と
す
る
も
の
（
当
該
受

験
資
格
該
当
課
程
で
あ
る

こ
と
の
証
明
が
得
ら
れ
る

も
の
に
限
る
）
を
含
み
ま

す
。

◎
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

定
め
る
欠
格
条
項
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

◎
一
般
採
用
試
験
で
は
試
験

区
分
が
「
大
学
」
の
人
は

「
短
大
」
ま
た
は
「
高

校
」
を
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
「
短
大
」
の
人
は

「
高
校
」
を
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

◎
応
募
に
必
要
な
書
類
・
試

験
日
程
、
試
験
案
内
や
受

験
内
容
は
、
秘
書
課
人
事

係
で
配
布
し
て
い
る
受
験

案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一般採用試験 職務経験者採用試験 

試験日 平成２７年１月１１日（日） 

試験会場 五條市役所 

書類選考のため試験会場で
の試験はありません 

■試験日・試験場所《第１次試験》 《第２次試験》第１次試験合格者に通知します

 一般採用試験・職務経験者採用試験 

試験日 平成２７年２月１日（日） 

試験会場 五條市役所 

■試験案内および申込書等の入手方法
試験案内、申込書等は、以下の①直接入手または②郵便請求で入手可能です。

  入手方法 

①直接入手 

市役所秘書課人事係内五條市職員採用試験委員会事

務局（本庁舎２階）で配布します。１２月２日（火）

～１２月１９日（金）までの午前８時３０分～午後５

時１５分まで※ただし、土・日を除きます。 

②郵便請求 

封筒の表に、「五條市職員採用試験申込書請求」と朱

書きし、返信用封筒《角形２号（Ａ４サイズの用紙が

折らずに入る大きさ）に郵便番号、住所、氏名を明記

し、１４０円切手を貼付しておくこと》を同封のうえ、

１２月８日（月）までに五條市職員採用試験委員会ま

で請求してください（※１２月８日（月）の消印有効）。 

請求先：〒637-8501 五條市本町 1丁目 1番 1号 

五條市役所秘書課人事係内 

五條市職員採用試験委員会事務局 宛 

試験案内 

のみの入手 

五條市ホームページ（http://www.city.gojo.lg.jp）

の「公式ウェブメニュー」にアクセスし、試験案内（Ｐ

ＤＦファイル）を入手してください。（申込書等は、

上記①、②の方法のみ入手可能です。） 

■申込方法及び期間
①持参または②郵送により受付します。

受付方法 受付期間 

①持参による 
申込受付 

１２月８日（月～１２月１９日（金） 
午前８時３０分～午後５時１５分 
※期間中の土・日曜日は閉庁のため、受
け付けしません。 

②郵送による 
申込受付 

１２月８日（月）～１２月１５日（月） 
※１２月１５日（月）の消印有効 

■問合先

　五條市職員採用試験委員会事務局

　（秘書課人事係内）

　本庁（内線２０５）

試 験 内 容 
職 種 

採用 

予定人員 

試験 

区分 
受   験   資   格 

第１次 第２次 

大学 
昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、大学
の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業した
人または平成２７年３月に卒業見込みの人 

教養試験 

専門試験 
個人面接 

短大 
平成元年４月２日以降に生まれた人で、短期大
学の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業し
た人または平成２７年３月に卒業見込みの人 

教養試験 

専門試験 
個人面接 

高校 

平成６年４月２日以降に生まれた人で、高等学
校の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業し
た人または平成２７年３月に卒業見込みの人
ならびに高校卒業程度の学力を有する人 

教養試験 

専門試験 
個人面接 技術職 

（土木） 

５人 

 

(大学･短

大 ･高校

３人程度) 

 

( 職 務 経

験者２人

程度) 
職務 

経験者 

昭和５５年４月２日から昭和６０年４月１日
までに生まれた人で、大学、短期大学、高等学
校のそれぞれの土木専門課程（農業土木を含
む）を卒業した人で、民間企業等における土木

技術の職務経験が最終学歴終了後から平成２
６年１１月３０日までの間に通算３年以上あ
る人 

書類選考 個人面接 
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競
争
入
札
（
見
積
）

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
27
・
28
年
度

　

五
條
市
が
発
注
す
る
入
札

（
見
積
）
に
参
加
を
希
望
す

る
業
者
は
、
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。
申
請
受
理
さ
れ

た
業
者
は
、
市
役
所
各
部
局

で
物
品
・
役
務
の
発
注
を
す

る
際
の
業
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
ま
す
。

■
提
出
書
類

　

各
担
当
課
で
申
請
要
領
お

よ
び
申
請
書
類
を
配
布
し

ま
す
。

※

12
月
中
旬
か
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

１
月
19
日
（
月
）
〜

　

２
月
６
日
（
金
）※
必
着

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15

分

※

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
提
出
方
法

　

原
則
郵
送

※

書
留
郵
便
で
、
返
信
用
封
筒
（
82

円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

■
有
効
期
限

　

平
成
27
、
28
年
度

■
申
請
・
問
合
先

▼
原
材
料
等
物
品

　

建
設
課
計
画
係

　

本
庁
（
内
線
２
７
７
）

※

こ
の
名
簿
の
中
か
ら
指
名
競
争
入

札
（
市
内
業
者
）
で
平
成
27
年
度

原
材
料
単
価
契
約
を
お
こ
な
い
ま

す
。
（
水
道
局
を
除
く
）

▼
物
品
・
役
務

　

管
財
課
財
産
管
理
係

　

本
庁
（
内
線
２
４
７
）

※

水
道
局
の
物
品
、
役
務
に
つ
い
て

も
管
財
課
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

個
人
所
有
建
築
物

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
費
用
に

　
　
　

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健

康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
調
査
費
用
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
調
査
を
実
施
す

る
場
合
は
、
事
前
に
生
活
環
境
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
建
築
物

　

市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
建
築

物
■
対
象
と
な
る
調
査
内
容

▼
定
性
分
析　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
調
査

▼
定
量
分
析　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
量

の
調
査

■
補
助
金
額

　

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に
要
し

た
経
費
で
１
棟
あ
た
り
上
限
25

万
円
（
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
）。

■
申
請
締
切

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課

　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

屋根に吹きつけられたアスベスト。

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例
ケ
ー
ス
③

〜
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
〜

　

注
文
し
た
の
は
１
か
月
分
な
の
に
！

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
１
か
月
お
試
し
２

千
円
」
と
い
う
小
さ
な
広
告
を
見

て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
購
入
。　

後
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
請
求
で
は
約
３
万
円
。
最
初
の

１
か
月
だ
け
が
２
千
円
の
定
期
購

入
だ
っ
た
ら
し
い
。
解
約
し
た
い

が
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
い
。

　
　
　

  

助
言

    「
早
め
の
解
決
が
大
切
で
す
。

　

  

相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

　

販
売
業
者
の「
購
入
条
件
」を
詳

し
く
見
な
い
ま
ま
申
し
込
ん
で
し

ま
い
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。何
を
、い
く
つ
、

金
額
は
い
く
ら
で
購
入
す
る
の
か

な
ど
、よ
く
確
か
め
て
か
ら
注
文

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。特
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
、早
め
に
解

決
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

　

本
庁（
内
線
３
８
６
）

物
品
・
役
務
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決
算
を

報
告
し
ま
す

平
成
25
年
度

　

五
條
市
の
各
会
計
の
平
成
25
年
度
決
算
が
、
平
成
26
年
五

條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
収
入
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

歳
入
総
額
で
３
．
５
％
、
歳

出
総
額
で
５
．
９
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
市
税
の

減
収
な
ど
厳
し
い
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
有
利
な
財
源
の

活
用
や
行
財
政
改
革
へ
の
取

組
等
に
よ
り
、
実
質
収
支
約

５
億
９
千
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
将
来
の
安

定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
、

こ
の
う
ち
２
億
円
を
財
政
調

決
算
の
概
要

　

前
年
度
と
比
べ
て
総
額
で
３
．

５
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

市
が
自
主
的
に
得
ら
れ
る
財

源
（
自
主
財
源
）
は
、
個
人
市

民
税
や
固
定
資
産
税
等
の
減
少

に
よ
り
市
税
が
６
０
５
５
万
円

（
１
．
８
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
剰
余
金
の
う
ち
、

５
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
た

こ
と
な
ど
か
ら
繰
越
金
が
５
億

▼市税決算額と市税の内訳（割合）

整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
新
消
防

庁
舎
の
建
設
や
小
・
中
学
校

の
体
育
館
の
耐
震
化
、
紀
伊

半
島
大
水
害
の
災
害
復
旧
復

興
事
業
、
防
災
・
減
災
対
策

の
推
進
な
ど
「
市
民
の
安

心
・
安
全
」
の
実
現
に
鋭
意

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
公
共
交
通
の
充
実
、
産

業
や
観
光
の
振
興
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域

を
元
気
に
す
る
事
業
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
た
。

▼歳入決算額の内訳（割合）

平
成
25
年
度

１
２
０
０
万
円
（
３
８
．
７
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
依
存
財
源

で
は
、
地
方
交
付
税
が
主
に
普
通

交
付
税
の
増
に
よ
り
１
億
１
，
８

８
０
万
円
（
１
．
５
％
）
増
加
し

た
ほ
か
、
消
防
庁
舎
建
設
事
業
費

の
増
加
等
に
よ
り
市
債
の
借
入
額

が
５
億
６
０
０
万
円
（
２
７
．
３

％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入

市税 
33億1,395万円
(16.8%)

繰入金 1,151万円 (0.1%)

繰越金
 8億1,158万円
 (4.1%)　

分担金及び
負担金
 6億7,256万円
(3.4%)

使用料及び手数料
 3億5,649万円
 (1.8%)

諸収入等
2億4,808万円
(1.2%)

地方交付税
 80億7,103万円
 (40.8%)

交付金等
6億6,911万円

(3.4%)

   国庫支出金
18億8,949万円

(9.5%)

県支出金 
13億7,575万円

(7.0%)

市債
23億6,020万円

(11.9%)

一般会計歳入
197億 7,975 万円

依
存
財
源

　7
2.6％

　　自主財源　
27.4％

財源区分 科  目 決 算 額 対前年度
増減率 

市税 33億 1,395万円  ▲ 1.8% 

繰入金 1,151万円  263.8% 

繰越金 8億 1,158万円  ▲38.7% 

分担金及び負担金  6億 7,256万円  46.0% 

使用料及び手数料  3億 5,649万円  2.6% 

自主財源

 

27.4% 

諸収入等 2億 4,808万円  16.4% 

地方交付税 80億 7,103万円  1.5% 

交付金等 6億 6,911万円  5.1% 

国庫支出金 18億 8,949万円  4.5% 

県支出金 13億 7,575万円  21.0% 

依存財源

 

72.6% 

市債 23億 6,020万円  27.3% 

合  計 197億 7,975万円  3.5% 

税  目 決 算 額 対前年度 
増減率  

市 民 税 13億9,324万円 ▲3.6% 

固定資産税 15億 619万円 ▲1.4% 

軽自動車税 9,274万円 1.2% 

市たばこ税 1億 9,576万円 7.6% 

都市計画税 1億 2,602万円 ▲2.0% 

市税合計 33億1,395万円 ▲1.8% 

前
年
度
決
算
額
と
の
比
較 

〜
歳
入
〜

（特定目的基金：地域振興基金など８基金）
【基金】特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定
額の資金を運用するために設けられる資金または財産。

▼主な基金の状況 ( 億円 )

0

10

20

30

40

50

60

H23 年度  　H24 年度    H25 年度

合 計

 
特定目的基金

減債基金

財政調整基金

基 金 名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

財政調整基金 12億 4,430万円 17億 4,430万円 23億 4,430万円 

減債基金 4億 4,387万円 4億 4,587万円 4億 4,647万円 

特定目的基金 20億 4,342万円 22億 6,143万円 24億 4,514万円 

合 計 37億 3,159万円 44億 5,160万円 52億 3,591万円 

▼主な基金の推移

市民税
 42.0%

固定資産税
45.5%

軽自動車税
2.8%

市たばこ税 5.9% 都市計画税 3.8%

33 億
1,395 万円

市税合計

※市税のうち、目的税である都市計画税は、公園の運営や計画的な
まちづくり推進など都市計画事業に要する経費に充てています。
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前
年
度
と
比
べ
て
総
額
で
５
．

９
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
退
職
手
当

等
の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
４
億

４
０
４
１
万
円
（
１
３
．
６
％
）

の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
公
債

費
は
、
元
金
、
利
子
と
も
減
少
し

１
億
４
３
８
３
万
円
（
４
．
４

％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
投
資

的
経
費
で
は
、
消
防
庁
舎
建
設
や

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
化

の
実
施
等
に
よ
り
普
通
建
設
事
業

費
が
４
億
７
５
６
１
万
円
（
２
２
．

７
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
財
政
指
標
で
あ
る
財
政
力
指
数
は
、

平
成
25
年
度
は
減
少
し
た
も
の
の
３
年
平

均
で
は
増
加
し
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率

は
、
退
職
手
当
や
光
熱
水
費
が
増
加
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
９
３
．
４
％
と
な
り
１
．

７
％
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

左
の
表
の
財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標

は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
て
お

り
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

と
も
に
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
市
債
等
の

残
高
が
ま
だ
多
く
、
類
似
団
体
等
に
比
べ

て
高
い
数
値
と
言
え
ま
す
。

財
政
の
状
況

▼財政健全化判断比率および資金不足比率

【実質赤字比率】　一般会計等の実質赤字額が標準財政規模に占める割合
【連結実質赤字比率】　全ての会計を連結した実質赤字額が標準財政規模に占める割合
【実質公債費比率】　公債費（借金返済のための経費）が標準財政規模に占める割合
【将来負担比率】　将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合
※標準財政規模：地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模
【資金不足比率】　経営健全化基準ともいう、公営企業の資金不足額が事業規模に占める割合
【財政力指数】行政サービスに必要な財源をどの程度自力で調達できるかを表した指標です。
1.00 以上になると国から地方交付税が交付されなくなります。

【経常収支比率】税金など毎年見込まれる収入に対して、毎年必要な経費の割合。低いほど
財政にゆとりがあります。

　

消
費
的
経
費
で
は
、
や
ま
と
広

域
環
境
衛
生
事
務
組
合
の
整
備
事

業
費
の
負
担
が
始
ま
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
、
補
助
費
等
が
３
億
７
２

１
万
円
（
３
７
．
９
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
経
費
で
は
、

積
立
金
が
前
年
度
に
比
べ
４
億
２

７
２
７
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、
水

道
中
継
施
設
整
備
に
か
か
る
出
資

金
を
水
道
事
業
会
計
に
支
出
し
た

こ
と
か
ら
、
前
年
度
は
無
か
っ
た

投
資
及
び
出
資
金
が
８
０
０
０
万

円
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

▼主な財政指標

指
 
標
 
名
 平成

２５年度
 平成

２３年度
 平成

２４年度
 

財政力指数
（3か年平均）  0.346 0.347 0.351  

経常収支比率(%) 91.7  93.4 93.2  

▼歳出決算額の内訳（割合）

（単位：％）

   人件費
36億8,779万円
(19.6%)

公債費
31億5,257万円
(16.7%)

扶助費
25億8,739万円
(13.7%)

普通建設事業費
 25億7,467万円

(13.7%)

物件費　
 25億5,966万円　

(13.6%)

積立金 2億9,274万円(1.6%)

災害
復旧事業費
2億994万円
(1.1%)

貸付金 98万円(0.0%)

補助費等
11億1,823万円(5.9%)

維持補修費
7,498万円　
(0.4%)  　

繰出金
 25億1,266万円

(13.3%)   

一般会計歳出

一般会計歳出
188億 5,161 万円

義務的
経
費
　
　
　
　
　
　
　

　　　  　 投資的
経費

　
   
消
費
的
経
費
　
  そ

の
他の
経費

投資及び出資金
8,000万円(0.4%)

前
年
度
決
算
額
と
の
比
較 

〜
歳
出
〜

▼会計別決算

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額 実 質 収 支 

一 般 会 計 197億 7,975万円 188億 5,161万円 5億 9,253万円 

国民健康保険 45億 7,052万円 44億 6,975万円 1億  77 万円 

簡易水道 4億 5,281万円 4億 3,389万円 0  

下水道事業 10億 9,859万円 10億 8,692万円 0  

墓地事業 456万円 347万円 0  

介護保険 34億 5,337万円 34億 4,630万円 707万円 

大塔診療所 4,421万円 4,421万円 0  

農業集落排水事業 427万円 427万円 0  

後期高齢者医療 4億 917万円 4億 823万円 94万円 

特
別
会
計 

特別会計合計 100億 3,751万円 98億 9,705万円 1億 878万円 

経費区分 性 質 別 決 算 額 対前年度
増減率 

人件費 36億 8,779万円 13.6% 

公債費 31億 5,257万円 ▲4.4% 
義務的経費 

50.0% 
扶助費 25億 8,739万円 1.0% 

普通建設事業費 25億 7,467万円 22.7% 投資的経費 

14.8% 災害復旧事業費 2億 994万円 71.1% 

物件費 25億 5,966万円 6.1% 

補助費等 11億 1,823万円 37.9% 
消費的経費 

19.9% 
維持補修費 7,498万円 ▲2.4% 

繰出金 25億 1,266万円 2.5% 

投資及び出資金 8,000万円 皆増 

積立金 2億 9,274万円 ▲59.3% 

その他の経費 

15.3% 

貸付金 98万円 63.3% 

合  計 188億5,161万円 5.9% 

指 標 名 
平成 
23年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

早期健全 
化基準  

財政再生 
基準 

実質赤字比率 黒字 黒字 黒字 13.14 20.00 

連結実質赤字比率 黒字 黒字 黒字 18.14 30.00 

(3 年平均)  16.3 16.4 16.5 実質公債費

比率 (単年度)  18.2 16.5 15.1 
25.0 35.0 

健全化 

判断比率 

将来負担比率 162.4 137.2 135.2 350.0  

資金不足比率 黒字 黒字 黒字 20.0 (経営健全化基準 )

▼水道事業会計

収   入 支   出 当年度純利益 水道事業会計 

（収益的収支） 7 億 183 万円 6 億 7,861 万円 2,073 万円 
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（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与の状況 (普通会計決算）

総   括

職員の平均給料月額、初任給等の状況

（１）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 26年 4月 1日現在）

五條市職員の給与
などの状況をお知らせします

（３）特殊勤務手当

（４）時間外勤務手当

職員の手当の状況
（１）期末・勤勉手当の状況（平成 25年度）

　市民の皆さんに、市職員の給与等の現
状について知っていただくため、次のと
おり公表します。

（２）職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年4月1日現在）

支給実績（25年度実績） 2,178千円 

支給職員１人当たり平均支給年額 23,419 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合 19.9% 

手当の種類数 6 

主な手当の種類  ごみ・し尿処理、介護業務、
救急・火災出動、教職員手当 

支給実績（25年度実績）

　293千円

136,973千円

支給実績（24年度実績）

支給職員１人当たり平均支給年額 272千円

123,767千円

支給職員１人当たり平均支給年額

①一般行政職 ②技能労務職

（２）退職手当の状況（平成 26年 3月 31日）

区分 期末手当 勤勉手当 1人当たり平均支給額  

五條市 2.60 月分 1.35 月分 1,269千円 

国 2.60 月分 1.35 月分 － 

区分 自己都合 勧奨・定年 

勤続 20年 23.03 月分 28.7875月分 

勤続 25年 32.83月分 38.955 月分 

勤続 35年 46.55 月分 55.86月分 

支
給
率 

最高限度 55.86月分 55.86月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置（ 2～20%)  

1 人当たりの平均支給額 4,051千円 21,173千円 

区分 
住民基本台帳人口 

（平成２５年度末） 
歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

(参考)24年度の

人件費率 

25年度 33,600人 18,829,189千円 3,654,562千円 19.4％ 18.1％ 

給与費 
区分 職員数（Ａ） 

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

一人当り 

給与費(B/A) 

25年度 468人 1,530,632千円 301,593千円 542,435千円 2,374,660千円 5,074千円 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

五條市 45.0歳 323,800円 385,900円 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

五條市 51.7 歳 307,700 円 331,400 円 

        経験年数 

区分 
初任給 10～15年未満 15～20年未満 20～25年未満 25～30年未満 

大学卒 172,200 円 253,200 円 308,700 円 343,200 円 373,600 円 
一般行政職 

高校卒 144,500 円 224,500 円 271,400 円 300,900 円 336,400 円 

技能労務職 高校卒 140,100 円 ― 262,000 円 281,100 円 300,900 円 
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職員数の状況（平成 26年 4月 1日現在）

（２）年齢別職員構成の状況

■問合先　秘書課人事係
　本庁（内線 205、239）

（４）その他の手当

特別職の報酬等の状況（平成 26年 4月 1日現在）

（１）部門別職員数の状況と増減

　職員数は一般職に属する数（教育長含）、（　）内は条例定数の合計

議　　員

給

料
・

報

酬

給料月額等

648,800円（811,000円）

区　　分

市　　長

副  市  長

議　　長

副  議  長
418,000円

期末
手当

2.95月

2.95月

581,400円（684,000円）

538,000円
469,000円

支給時期

任期満了、もしくは退
職または死亡した時

算定方式

給料月数×在職月額×31.5/100

給料月数×在職月額×54/100

退職手当

教  育  長 515,100円（606,000円） 給料月数×在職月額×27/100

手 当 名 内  容  お  よ　 び 支 給 単 価 
国の制度
との異同 

支給実績 
（25年度） 

支給職員平均支
給年額 

扶養手当 同 49,505千円 213,383 円  

住居手当 異 15,722千円 80,214 円  

通勤手当
 

同
 

27,597千円

 

77,519 円  

管理職手当 異 45,308千円 408,180 円  

配偶者 13,000 円、扶養親族各 6,500 円（配偶者を欠く 1人目
11,000 円）、満 16歳～満 22歳の子 1人につき 5,000 円加算

借家・借間居住者　最高限度額 27,000 円
持ち家居住者 1,000 円　新築・購入後 5年間 2,500 円

交通機関利用者は 55,000 円まで全額支給　最高限度額 55,000 円
自動車等使用者　2km未満　不支給　2km以上距離により 2,000
円～ 24,500 円支給

給料の月額に対し　部長級 12.5%　次長級 11.5%
課長級 9.5％　課長補佐級 7.5%

※（　）は、給料減額前の額です。

公
営
企
業
等

会
計
部
門

▼
新
規
採
用
者
17
人

▼
定
年
退
職
者
17
人
、
勧
奨
退
職
者
５
人
、
自
己
都
合
退
職
者
５
人
、

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
に
よ
る
転
出
１
０
４
人
（
計
１
３
１
人
）

職員数 区 分 

部 門 平成 25年 平成 26年 

対前年 

増減数 

増減 

理由 

議会  4 0 

総務  68 2 

税務  17 0 

労働  0 0 

農林水産  35 

商工 8  

土木  38  

民生  100  

一

般

行

政

部

門 

衛生  42  

小 計  312  

教育部門  48 

△5

 

消防部門  0  △105

普 

通 

会 

計 

部 

門 

小 計  48   

水道  19  

下水道  6 △1 

その他  25 △3 
 

小 計  50 △5 

合 計 
 
 

410 
（475） 

 

 

 
区分 職員数 

20歳未満 1 

20歳～23歳 14 

24歳～27歳 30 

28歳～31歳 15 

32歳～35歳 24 

36歳～39歳 47 

40歳～43歳 52 

44歳～47歳 45 

48歳～51歳 47 

52歳～55歳 57 

56歳～59歳 69 

60歳以上 9 

合 計 410 

4

70

17

0

35

8 

38

103

42

317

47

105

152

20

7

28

55

524 
（580）

 

△

0

0

0

△3

0

1

△104

△114 
（△105） 

 

△1 
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　Hello!  I’m very happy to be able to introduce myself to 
everyone in this month’s article.  I’m Jessica Laufer, and I’m 
one of the new ALTs in Gojo.  My first few months in Gojo 
have been great, and I’ve mostly settled into my new life in 
Japan.
　　I’m 22 years old, and I’m from the state of California in 
America.  My hometown is the city of Los Angeles.  Los 
Angeles is in Southern California, where it is quite warm 
year-round.  Even at this time of year, Los Angeles 
temperatures stay close to 20°C.  It’s great for people like 
me who like to play sports because I can enjoy outdoor 
sports all year.  Aside from its great weather, Los Angeles is 
also known for several famous places.  Hollywood̶the 
movie and music center of America̶is located in Los 
Angeles, and the famous Hollywood sign is a popular 
sightseeing spot.  The original Disneyland and Universal 
Studios are also in Los Angeles, and I often go to these places 
with my friends.  I also love going to the beaches in LA. 
There are often really delicious restaurants by the beach, 
too!
　　During winter, I like to up to the mountains in Northern 
California with my family.  My parents enjoy skiing, but my 
two older siblings and I prefer snowboarding.  I’ve been 
going to the mountains with my family since I was 3 years 
old, so snowboarding is definitely one of my favorite hobbies.  
The ski resorts in California are beautiful, and I highly 
recommend going there!  I also recommend going to 
Yosemite National Park.  It is also in the mountains, and it is 
one of the most beautiful places I’ve ever been, especially 
during the summer!
　　Even though I’m from California, I went to the University 
of Michigan for college.  Michigan is the state near the 
Canadian border that looks like a mitten.  Unlike Los Angeles, 
Michigan gets extremely cold during the winter.  The coldest 
day I experienced was -50°C, but the average winter day in 
Michigan is around -5°C.  The University of Michigan is 
known in America not just for great academics, but also for 
its football team!  Football is very popular in America, and 
the University of Michigan college team is one of the most 
well known college teams in the country.  I’m a huge 
Michigan fan, and if you happen to see me on one of my days 
off, I’ll probably be wearing a Michigan shirt, hat, or bag!
　　I’m looking forward to the opportunity to teach people 
about my language and culture, and to be able to learn about 
the Japanese language and culture, too!
Nice to meet you all!

　こんにちは！今月の広報誌で皆さんに自己紹介ができることをとて
もうれしく思います。私は、ジェシカ・ローファーと申します。五條
市の新しいALTです。五條に来てから数ヶ月がたちますが、ここでの
新生活は素晴らしく、今はだいたい落ち着いてきました。
　私は22歳で、アメリカのカリフォルニア（California）州出身です。
私の故郷はロサンゼルス（Los Angeles）です。ロサンゼルスはカリフ
ォルニア州南部の町で、一年を通じてとても暖かい所です。今の時期
でも気温は20℃近くまで上がります。一年中、屋外スポーツを楽しめ
るので、私のようにスポーツが好きな人にとっては素晴らしい所です。
この好気候に加え、ロサンゼルスにはいくつか有名な場所があります。
ハリウッド（Hollywood）は、アメリカの映画と音楽の中心地で、ロ
サンゼルスにあります。「Hollywood」という大きな文字が掲げられ
ている場所は、人気のある観光地です。私は、ロサンゼルスのビーチ
に行くのも大好きです。ビーチのそばにはとても美味しいレストラン
もあります！
　冬には、カリフォルニア州北部の山に家族と登るのが好きです。両
親はスキーを楽しみますが、兄と姉と私はスノーボードの方が好きで
す。3歳の頃から家族とその山に行っているので、スノーボードは私
の趣味の一つであると言えます。カリフォルニアのスキー場は美しい
ので是非行ってみてください！また、ヨセミテ国立公園（Yosemite 
National Park, アメリカ合衆国カリフォルニア州中央部にある、自然
保護を目的とした国立公園）もおすすめします。その公園も山の中に
あり、私が今までに訪れた場所の中でも、最も美しいものの一つだと
言えるでしょう。特に夏がきれいです！
　私はカリフォルニア州出身ですが、ミシガン（Michigan）州にある
ミシガン大学（the University of Michigan）に進学しました。
　ミシガン州はカナダとの国境に位置し、ミトン（親指だけ離れたふ
たまた手袋）のような形をしています。ミシガンは、ロサンゼルスと
は違い冬はとても寒くなります。ミシガンの冬の平均気温はマイナス
5℃位ですが、私が経験した一番寒い日はマイナス50℃でした。ミシ
ガン大学は優れた学問で知られているだけでなく、（アメリカン）フ
ットボールでも有名です。フットボールはアメリカでとても人気があ
ります。ミシガン大学のフットボール・チーム「ミシガン-Michigan」
はアメリカでも名の通ったチームの一つです。私は「ミシガン」の大
ファンです。もし休日にばったりお会いしたら、私は「ミシガン」の
シャツやぼうしやかばんを身につけているかもしれません！
　皆さんに私の言葉や文化を伝え、また皆さんから日本の言葉や文化
を学べることを楽しみにしています！
　皆さん、どうぞよろしくお願いいたします！

“ Jessica’s Self-Introduction! ” “ ジェシカの自己紹介！ ”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 68 回

“”Year-around”　「一年中」

ほかに”all year”, “throughout the year”という言い方もします。

こんに
ちは、　

ジェシ
カ・ロ

ーファ
ーです
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代
の
子
ど
も
た
ち
も
親
し
ん
で
い
た
書

物
の
よ
う
で
、
挿
絵
が
大
き
く
、
薬
猟

（
山
野
に
出
て
薬
の
材
料
と
な
る
鹿
や

猪
の
猟
を
し
、
薬
草
を
採
集
し
た
）
の

よ
う
す
や
、
夢
殿
（
五
條
市
の
栄
山
寺

八
角
堂
と
同
じ
形
式
の
八
角
円
堂
）
を

建
立
し
た
よ
う
す
、
十
七
条
の
憲
法
を

制
定
し
た
経
緯
な
ど
、
絵
だ
け
を
追
っ

て
も
太
子
の
足
跡
が
伝
わ
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
を
聖
徳
太

子
の
死
後
１
９
０
年
近
く
経
っ
た
弘
仁

元
（
８
１
０
）
年
、
弘
法
大
師
が
四
天

王
寺
の
金
堂
の
脇
戸
の
上
の
壁
板
に
十

七
条
の
憲
法
を
三
段
に
分
け
五
十
一
条

に
し
て
自
分
の
筆
で
書
い
て
い
る
図
ま

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
弘
法
大
師
が
若
々

し
い
僧
で
あ
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

第
一
巻
の
表
紙
裏
に
は
、
子
ど
も
が
墨

で
、
黒
い
馬
に
ま
た
が
る
聖
徳
太
子
を

書
き
入
れ
て
い
ま
し
た
。
３
５
０
年
前

の
書
物
は
、
当
時
の
人
々
の
聖
徳
太
子

観
の
一
面
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日、12/25～1/5休館（月曜が祝日の場合は翌日） 入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）

　

寛
文
六
（
１
６
６
６
）
年
に
発
行
さ

れ
た
「
聖
徳
太
子
伝
」
全
十
巻
（
藤
岡

家
所
蔵
・
作
者
、
画
家
、
版
元
な
ど
不

明
）
は
、
数
々
の
聖
徳
太
子
伝
説
を
軸

に
し
て
江
戸
時
代
の
初
期
に
発
行
さ
れ

た
書
物
で
す
。
太
子
を
乗
せ
て
空
を
駆

け
た
黒
駒
や
、
鬼
や
竜
、
天
の
星
が
変

化
し
た
星
の
精
な
ど
も
登
場
し
、
人
々

に
と
っ
て
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る

聖
徳
太
子
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
聖

徳
太
子
の
生
誕
を
通
説
に
従
っ
て
西
暦

５
７
４
年
と
す
る
な
ら
、
本
年
は
聖
徳

太
子
が
誕
生
し
て
か
ら
１
４
４
０
年
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
本
年
は
午

年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
厩
戸
皇
子
と

呼
ば
れ
、
馬
に
ま
つ
わ
る
逸
話
も
多
い

聖
徳
太
子
に
敬
意
を
込
め
、
10
月
か
ら

12
月
の
間
、
こ
の
「
聖
徳
太
子
伝
」
を

展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
初
か

ら
全
巻
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
連
子
蔵
か
ら
数
冊
、
厨
子
か
ら
数

冊
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
す
で
少
し
ず
つ

見
つ
か
り
ま
し
た
。
藤
岡
家
の
江
戸
時

見取り図案内其の七一　
「聖徳太子伝」 〜３４８年前に描かれた聖徳太子像〜

◎展示案内　１２月２０日（土）まで
▼「聖徳太子伝」
▼「新聞『萬朝報』広告欄」
▼「天神さまとうそ鳥」
◎１２月のイベント案内
▼１２日（金）
　うまいものランチサロン
　森井康文氏の二胡演奏（要予約）

れ
ん
じ
ぐ
ら

く
す
り
が
り

わ
き
ど

空を飛ぶ黒駒に乗って富士山を訪れる
聖徳太子と従者の調子麻呂(ちょうしまろ)

ず　

し

う
ま
や
ど
の
み
こ
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賢く生きるより
辛抱強いバカになれ
 （稲盛 和夫・山中伸弥／著　朝日新聞出版）

仕事はマラソンか、

100m走か? 部下の育て

方とは? 科学は人を幸

せにするのか? 名経営

者・稲盛和夫とiPS細胞

を開発した山中伸弥が

語る進化論。京都賞30

周年記念対談。

日 本 語
 （村中 季衣／文　玉川大学出版部）

　「ありがとう」

「二枚舌」「口寄せ」

「花冷え」…。

　日本の文化・歴

史・美意識をあら

わす言葉をキャラ

クター化。意味や

使い方がわかる。

『
お
は
な
し
会
』

　

12
月
21
日
（
日
）
14
時
〜
14
時
30
分

　

３
歳
〜
小
学
生
対
象
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

舟
で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
を
禁
止

し
ま
し
た
。
そ
の
対
抗
策
と
し

て
、
郡
山
藩
か
ら
五
條
に
伝
馬

所
設
置
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
荷
物
は
五
條
を

経
由
す
る
こ
と
が
正
式
な
ル
ー

ト
と
な
り
、
五
條
は
陸
上
交
通

の
要
所
と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
橋
本
側
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村
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賀
名
生
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際

に
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（
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橋
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市
隅
田
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芋
生
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で
川
南
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り
、
た
び
た
び
五
條
を
経
由
せ

　

前
回
ま
で
「
馬
借
通
路
絵
図
」
に

描
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
最
後
に
こ
の
絵
図
が
作

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　

中
家
文
書
の
中
に
は
、
こ
の
絵
図

の
ほ
か
に
五
条
・
須
恵
・
新
町
三
ヶ

村
と
野
原
村
や
賀
名
生
、
紀
州
橋
本

町
と
の
間
で
起
こ
っ
た
争
論
の
記
録

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記

録
類
を
読
む
と
、
争
い
の
原
因
と
な

っ
て
い
た
の
は
荷
物
を
運
ぶ
馬
の
通

り
道
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
紀
州
か
ら
五
條
へ
の
荷

物
は
吉
野
川
の
舟
運
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
紀
州
藩
は
寛
永
８
年

（
１
６
３
１
）
に
橋
本
よ
り
上
流
へ
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こ
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推
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は
絵
図
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だ
け
で
は
困
難
で
、
関
係
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る
古
文
書
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と
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っ
た
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と
で
す
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文
化
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宝
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文
化
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築
物
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仏
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術
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イ
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文
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た
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い
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ま
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し
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念
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読
み
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今

ま
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分
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っ
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地
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ま
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み
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～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介 No,9 堀内 勇さん 「彩りの大峯奥駈道」

そ
の
場
所
な
ど
が
「
馬
借
通
路
絵

図
」
に
「
此
村
五
条
村
馬
借
所
ニ

付
川
南
脇
道
荷
馬
通
路
絵
図
」
な

ど
と
ふ
せ
ん
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
）

　

こ
の
ふ
せ
ん
は
、
五
條
か
ら
賀

名
生
や
紀
州
富
貴
へ
の
「
大
道
」

や
橋
本
側
が
新
し
く
作
っ
た
と
す

る
「
法
師
ヶ
坂
」
道
と
呼
ば
れ
る

場
所
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
の
箇
所
に
は
こ
の
よ
う
な
ふ
せ

ん
が
貼
ら
れ
て
い
た
跡
は
み
ら
れ

ず
、
荷
馬
の
通
行
道
の
争
論
に
際

し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
測

ず
直
接
荷
物
を
運

ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
伝
馬
所

は
、
中
村
（
五
條

市
中
町
）
に
番
所

を
設
置
し
て
荷
物

の
運
送
を
禁
止
し

よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
橋
本
側
は
新

し
い
道
を
作
り
賀

名
生
に
荷
物
を
運

ぼ
う
と
し
ま
し
た
。

～秋季企画展「古文書からみた五條村」開催中～　「馬借通路絵図」展示しています。12月21日（日）まで

入選

臨時職員
登録受付中

市立保育所学童保育所

■問合先　児童福祉課
　本庁（内線３４９）

市  民  ご  よ  み

１２月８日（月）・24日（水）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

１２月１１日（木）　
 人権を確かめあう日

 児童扶養手当の定時支払日　
 　金融機関口座を確認してください。

　問合◎児童福祉課 本庁（内線366）

１２月１１日（木）・２５日（木）
 五條市結婚相談所
　場所◎福祉センター
　時間◎13時30分～1６時
　問合◎児童福祉課 本庁(内線366)

１２月１７日（水）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター
　　　　本庁（内線２９０）

１２月２６日（金）
 市役所仕事納め

１月５日（月）
 市役所仕事始め

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

広報五條広報五條
みんなとつながる。こうほうごじょう。

広報五條

納税には口座振替のほか、コンビニエン
スストアでも納付できます。

■問合先  税務課 本庁（内線259）
　　　　  保険課 本庁（内線266）

12月は
固定資産税・都市計画税 第３期
国民健康保険税 第５期
の納期です。
納期限は12月25日（木）まで
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